
 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１８号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１８号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年３月１１日（水） 

３３圃場（軟弱、ブロッコリー、たまねぎ、にら、いちごなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

キスジノミハムシ 少 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫7日前まで 1回以内

コナガ 少 並

ヨトウムシ 少 並

ホウレンソウ
ケナガコナダニ

少 増 カスケード乳剤 4000倍 収穫3日前まで 3回以内

アブラムシ類 少 並 スタークル顆粒水溶剤 3000倍 収穫3日前まで 2回以内

白色疫病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 4回以内

アザミウマ類 少 増 アディオン乳剤 3000倍 収穫7日前まで 5回以内

アブラムシ類 少 並 マラソン乳剤 2000～3000倍 収穫7日前まで 6回以内

にら アザミウマ類 中 増 スピノエース顆粒水和剤 10000倍 収穫前日まで 3回以内

1000～2000倍
発生初期（但し
収穫前日まで）

-

ほうれんそう

たまねぎ

小松菜・水菜

100～
300L/10a

ゼンターリ顆粒水和剤



たまねぎのべと病に注意しましょう！ 
兵庫県病害虫防除所の病害虫発生予察防除情報第５号（２月１０日）によると１月３０日に洲本市
でべと病の感染が確認されており、これはべと病が多発した平成２８年並みに早い発生です。 

今後１か月の天気予報によると、気温は平年より高く、降水量は平年並～多となり、べと病の発
生に好適な環境になる恐れがありますので、圃場の定期的な観察及び予防散布を徹底しましょう。 

 

べと病の発生好適環境 
気温１５℃前後で多湿状態（曇雨天日など）が１～２日続くと胞子が発芽して増殖し、べと病が
多発しやすい 

①感染を確認したら直ちに抜き取りましょう 

②抜き取り後は薬剤防除を行いましょう 

べと病菌の飛散を防ぐため、抜き取り時に直ちにビニール袋に入れましょう。感染株に
対し１％の割合で石灰窒素を混和し、完全に腐らせましょう。 

〇越年罹病株 〇二次感染株 
前年秋の苗床や圃場に残った胞子が
越冬して春期に全身発病した株。 
葉身が湾曲・黄化し胞子を形成します。 

全身感染株が感染源となって発病した株。 
葉の一部が小判型に黄白色化します。 

※ジマンダイセン水和剤、リドミルゴールドMZは、同一成分（マンゼブ）を含むため、        
使用回数を確認して使用してください。 
※薬剤は同じ剤を連用せず、ローテーションを心がけましょう。 

JA兵庫六甲 神戸西営農総合センター 
兵庫県 神戸農業改良普及センター 

薬剤 
希釈倍数      

（または使用量） 
散布液量 使用時期 使用回数 

リドミルゴールドMZ 500～1000倍 
100～

300L/10a 

収穫7日前まで 3回以内 

プロポーズ顆粒水和剤 1000倍 収穫7日前まで 3回以内 



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１７号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１７号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年２月１２日（水） 

２７圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、たまねぎ、にら、ねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

キャベツ 菌核病 少 並 アミスター20フロアブル 2000倍 収穫7日前まで 4回以内

白斑葉枯病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 1回

乾腐病 少 並 トップジンM水和剤
3L/㎡
灌注

1000倍 収穫21日前まで 1回

白色疫病 少 並 ジマンダイセン水和剤 400～500倍 収穫3日前まで 5回以内

アザミウマ類 少 増 スミチオン乳剤 700～1000倍 収穫21日前まで 2回以内

ハダニ類 少 増 ニッソラン水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

うどんこ病 少 並 ジーファイン水和剤
150～
500L/10a

750～1000倍 収穫前日まで -

にら

たまねぎ

いちご

100～
300L/10a

100～
300L/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１６号      

 

↑ハクサイのべと病 

予察結果の概況と対応 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１６号 

調査日 

調査圃場 

調査機関 

 

発行   

令和２年１月１５日（水） 

３２圃場（軟弱、キャベツ、ブロッコリー、たまねぎ、にら、ねぎなど） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 適用病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 白さび病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

ヨトウムシ 少 並 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで 3回以内

菌核病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍 収穫前日まで 3回以内

黒腐病 少 並 バリダシン液剤5 800倍 収穫7日前まで 5回以内

いちご アブラムシ類 中 並
モスピラン顆粒水溶剤

（劇）
2000～4000倍 収穫前日まで 2回以内

ケール 黒腐病 少 並 Zボルドー 500倍 － －

100～
300L/10a

キャベツ



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１５号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：４１圃場巡回（軟弱・キャベツ・ブロッコリー・たまねぎ・にら・ねぎなど） 

※薬害が懸念されるため、使用は生育期から出蕾期までにとどめましょう。 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１５号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年１２月１１日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

アザミウマ類 少 並 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

白斑葉枯病 中 並 ファンタジスタ顆粒水和剤 3000倍 収穫前日まで 3回以内

コナガ 少 並 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで 3回以内

菌核病 少 並 ベンレート水和剤 2000倍 収穫7日前まで 6回以内

黒腐病 少 並 バリダシン液剤5 800倍 収穫7日前まで 5回以内

ブロッコリー 黒腐病 少 並 ※Zボルドー 500倍 － －

ケール 黒腐病 少 並 Zボルドー 500倍 － －

にら

100～
300L/10a

キャベツ



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１４号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：３６圃場巡回（軟弱・キャベツ・ブロッコリー・にんじん・にら・ねぎなど） 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１４号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年１１月１３日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

にら 白斑葉枯病 中 並 アフェットフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 1回

アブラムシ類 少 増 ランネート45DF 1000～2000倍 収穫14日前まで 3回以内

ヨトウムシ 少 増 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫3日前まで 3回以内

ハスモンヨトウ 少 増 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫3日前まで 3回以内

黒腐病 少 並 Zボルドー 500倍 － －

大根 ハスモンヨトウ 少 増 ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期但し
収穫前日まで

－

100～
300L/10a

ブロッコリー

キャベツ



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１３号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：３８圃場巡回（軟弱・ブロッコリー・じゃがいも・スイートコーン・にらなど） 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１３号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年１０月９日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍数

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

小松菜・水菜 キスジノミハムシ 少 並 モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 収穫7日前まで 1回

ハスモンヨトウ プレバソンフロアブル5 2000倍 収穫前日まで 3回以内

シロイチモジヨトウ ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期但し、
収穫前日まで

-

アブラムシ類 中 並 コルト顆粒水和剤 4000倍 収穫前日まで 3回以内

ハスモンヨトウ 中 増

コナガ 少 並

ケール アブラムシ類 中 並 アドマイヤーフロアブル 4000倍 収穫14日前まで 2回以内

じゃがいも ヨトウムシ 中 増 エルサン乳剤 1000倍 収穫14日前まで 2回以内

大根 ﾀﾞｲｺﾝｻﾙﾊﾑｼ 甚 並 コテツフロアブル 2000倍 収穫14日前まで 2回以内

アブラムシ類 中 並 モスピラン顆粒水溶剤 4000倍 収穫前日まで 3回以内

アザミウマ類 甚 増 ディアナＳＣ 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

スイートコーン アワノメイガ 甚 増 プレバソンフロアブル5 2000倍 収穫前日まで 3回以内

2000倍 収穫3日前まで 2回以内

中 増ほうれんそう

100～
300L/10a

にら

ブロッコリー
コテツフロアブル



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１２号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：３５圃場巡回（軟弱・ブロッコリー・キャベツ・スイートコーン・ねぎなど） 

 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１２号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ９月２５日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍率

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

非結球あぶらな科
葉菜類

キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

キャベツ アブラムシ類 中 並 アクタラ顆粒水溶剤
2000～
3000倍

収穫3日前まで 3回以内

アブラムシ類 中 並 モスピラン顆粒水溶剤 2000倍 収穫14日前まで 3回以内

シロイチモジヨトウ 中 増 ゼンターリ顆粒水和剤 1000倍
発生初期但し
収穫前日まで

-

ねぎ ハモグリバエ類 少 並 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫3日前まで 3回以内

スイートコーン アワノメイガ 甚 並 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで 3回以内

ブロッコリー

100～
300L/10a



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１１号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：３４圃場巡回（軟弱・にら・なす・ねぎ・きゅうり・モロヘイヤなど） 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１１号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ９月１１日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍率

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

非結球あぶら
な科葉菜類

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

アブラムシ類 甚 増 トレボン乳剤 1000～2000倍 収穫3日前まで 3回以内

コナガ 多 増 モスピラン顆粒水溶剤(劇） 1000～2000倍 収穫7日前まで 5回以内

ヨトウムシ 甚 増 アディオン乳剤 2000倍 収穫3日前まで 5回以内

ブロッコリー ハスモンヨトウ 中 増 カスケード乳剤 4000倍 収穫7日前まで 2回以内

ねぎ アザミウマ類 中 並 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫3日前まで 3回以内

にら アザミウマ類 少 並 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

アブラムシ類 多 増 アグロスリン乳剤（劇） 2000倍 収穫前日まで 5回以内

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 中 並 プレバソンフロアブル５ 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内

べと病 多 並 ジマンダイセン水和剤 600～800倍 収穫前日まで 3回以内

スイートコーン アワノメイガ 甚 増 パダン粒剤4（劇） 6ｋｇ/10a 収穫7日前まで 2回以内

きゅうり

100～
300L/10a

キャベツ



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第１０号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：22 圃場巡回（軟弱・にら・なす・ねぎ・きゅうり・モロヘイヤなど） 

※マンゼブを含む農薬（ジマンダイセン水和剤・リドミルゴールドMZ等）の総使用回数は3回以内 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第１０号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ８月２８日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量
希釈倍率

（または使用量）
使用時期

本剤の
使用回数

アニキ乳剤 １000～2000倍 収穫前日まで ３回以内

モスピラン顆粒水溶剤(劇） 4000倍 収穫7日前まで 1回

ハダニ類 少 並 グレーシア乳剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

アザミウマ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

ねぎ アザミウマ類 少 並 ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

にら アザミウマ類 少 並 モスピラン顆粒水溶剤(劇） 4000倍 収穫前日まで 3回以内

アミスター20フロアブル 1500～2000倍 収穫前日まで 4回以内

リドミルゴールドMZ 1000倍 収穫前日まで 3回以内
きゅうり べと病 甚 増

100～
300L/10a

なす

非結球あぶら
な科葉菜類

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 中 増



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第 9号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：１６圃場巡回（軟弱・ねぎ・にら・なす・モロヘイヤなど） 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください 

 ※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第９号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ８月１４日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

品目 病害虫
発生

程度

発生

予想
薬剤 散布液量

希釈倍率
（または使用量）

使用時期
本剤の
使用回数

アクセルフロアブル １000倍 収穫前日まで ３回以内

スタークル顆粒水溶剤 ２000倍 収穫３日前まで ２回以内

ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

グレーシア乳剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

ニッソラン水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで 2回以内

サンクリスタル乳剤
150～

500L/10a
300～600倍 収穫前日まで ‐

ディアナSC 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内

スピノエース顆粒水和剤 10000倍 収穫前日まで 3回以内

モロヘイヤ ハダニ類 多 増 コロマイト乳剤 300L/10a 1500倍 収穫前日まで １回

100～
300L/10a

なす

非結球あぶら
な科葉菜類

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ

ハダニ類

アザミウマ類

にら アザミウマ類

100～
300L/10a

少 並

多 増

少 並

少 並



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第８号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：27 圃場巡回（軟弱・にら・なす・トマト・スイートコーン・モロヘイヤなど） 

品目 病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 散布液量 

希釈倍率      

（または使用量） 
使用時期 

本剤の  

使用回数 

非結球あぶら

な科葉菜類 
ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 少 増 

スタークル顆粒水溶剤 

100～

300L/10a 

2000倍 収穫3日前まで 2回以内 

モスピラン水溶剤（劇） 4000倍 収穫７日前まで １回 

なす 

アザミウマ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内 

ハダニ類 少 並 

スターマイトフロアブル 2000倍 収穫前日まで 1回 

サフオイル乳剤 
100～

500L/10a 
300～500倍 収穫前日まで ‐ 

ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 中 並 スミチオン乳剤 
100～

300L/10a 

1000～2000倍 収穫前日まで 5回以内 

きゅうり うどんこ病 中 増 トリフミン水和剤 3000～5000倍 収穫前日まで 5回以内 

トマト 

うどんこ病 多 増 アフェットフロアブル 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内 

コナジラミ類 

中 並 

サンクリスタル乳剤 
150～

500L/10a 
300倍 収穫前日まで ‐ 

カスケード乳剤 

100～

300L/10a 

4000倍 収穫前日まで 4回以内 

ミニトマト 
コナジラミ類 

ディアナSC 2500倍 収穫前日まで 2回以内 

カスケード乳剤 4000倍 収穫前日まで 2回以内 

葉かび病 中 増 ベンレート水和剤 2000～3000倍 収穫前日まで 3回以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第８号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ７月２４日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第 7号      

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：３１圃場巡回（軟弱・にら・なす・トマト・スイートコーン・モロヘイヤなど） 

品目 病害虫 
発生 

程度 

発生 

予想 
薬剤 

散布液量 希釈倍率      

（または使用量） 
使用時期 

本剤の  

使用回数 
  

非結球あぶ

らな科葉菜類 
ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 少 増 アニキ乳剤 

100～

300L/10a 

1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内 

ほうれんそう 
ホウレンソウケ

ナガコナダニ 
少 並 アファーム乳剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内 

にら アザミウマ類 中 増 
スピノエース顆粒水和剤 

10000倍 収穫前日まで 3回以内 

なす 

アザミウマ類 中 並 2500～5000倍 収穫前日まで 2回以内 

ハダニ類 多 増 ダニトロンフロアブル 
150～

300L/10a 
2000倍 収穫前日まで 1回 

うどんこ病 

少 並 

アフェットフロアブル 

100～

300L/10a 

2000倍 
収穫前日まで 3回以内 きゅうり 多 増 

ミニトマト 多 増 2000～4000倍 

トマト 

ハモグリバエ類 少 並 プレバソンフロアブル５ 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内 

コナジラミ類 甚 増 トレボン乳剤 1000倍 収穫前日まで 2回以内 

葉かび病 少 並 トリフミン水和剤 3000～5000倍 収穫前日まで 5回以内 

モロヘイヤ カメムシ類 中 増 スミチオン乳剤 １000倍 収穫14日前まで 2回以内 

とうもろこし  

（ｽｲｰﾄｺｰﾝ） 
アワノメイガ 少 並 アグロスリン乳剤（劇） 1000～2000倍 収穫7日前まで 3回以内 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第７号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ７月１０日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   



 

野菜病害虫発生予察情報 令和元年度 第６号     1/１ 

 

↑ハクサイのべと病 

調査報告：２６圃場巡回（軟弱・ねぎ・にら・なす・トマト・スイートコーン・モロヘイヤなど） 

 

 

 

 

品目 病害虫 
発生 発生 

薬剤 
希釈倍率 

使用時期 
本剤の 

程度 予想 （または使用量） 使用回数 

非結球あぶら

な科葉菜類 

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ 
多 並 アニキ乳剤 1000～2000倍 収穫前日まで 3回以内 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ねぎ 

アザミウマ類 

中 

並 アグリメック(劇) 500～1000倍 

収穫３日前まで 

3回以内 トマト 

少 収穫前日まで なす 

きゅうり 
2回以内 

うどんこ病 中 並 

パレード20フロアブル 2000～4000倍 収穫前日まで 3回以内 
トマト 葉かび病 少 増 

モロヘイヤ アザミウマ類 多 並 スピノエース顆粒水溶剤 5000倍 収穫３日前まで ３回以内 

とうもろこし 

アワノメイガ 少 並 パダン粒剤４(劇) 

6kg/10a 

(株の上から均一

に散布する) 

収穫7日前まで 2回以内 （スイートコー

ン） 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜病害虫発生予察情報  令和元年度 第６号 

調査日 

調査機関 

 

発行   

令和元年 ６月２６日（水） 

神戸農業改良普及センター、神戸市、全国農業協同組合連合会兵庫県本

部、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店 

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター   

        
 

・引き続きアザミウマ類が多く発生しています。適

期・適切な薬剤防除・圃場内外の除草を心がけまし

ょう。 

・暑い日が続いております。薬剤散布を行う際は薬害

に注意しましょう。特にハウス内で防除を行う際

は、夕方でも気温が高い場合に薬害を生じる場合が

ありますので、ご注意下さい。 

・今後雨天が続く予定ですので排水溝の再確認をしま

しょう。圃場から出ていく起点である排水口が詰ま

らないように、回りの草やゴミを取り除きましょ

う。 

病害虫に注意しましょう！ 

５月から乾燥傾向が続いていましたが、向こう1か月の天候は、平年に比べ

曇りや雨の日が多くなる見込みです。 

 

 

 

・秋冬作の計画は立てられていますか？ 

ＪＡでは様々な品目の提案を行いますので是非

ご相談ください。 

・熱中症に注意しましょう。帽子の着用、通気性

の良い衣類の着用、こまめな水分補給を行って

ください。 

詳しくは営農総合センターや支店へお問い合わ

せください。 

７月１９日（金）～２０日（土） 

夏の感謝祭開催！（神戸西営農総合センター） 

その他のお知らせ 



トマトの黄化葉巻病に注意しましょう！

トマト黄化葉巻病はタバココナジラミが
媒介するウイルス病で、兵庫県では県
南部を中心に被害が見られます。タバ
ココナジラミは特に春から夏にかけて
発生が多くなると予想されます。圃場
を注意深く観察し、初期の防除を心が
けましょう。

害虫の発生が続いています！

全体的にキスジノミハムシ、コナガ、
アザミウマ類の発生が続いています。
適宜に適切な防除や圃場内外の除
草を心がけましょう。

熱中症に注意しましょう。農作業をする
際はこまめに水分補給を行い、適度に
休憩をとりましょう。

 

調査報告 ：32 圃場巡回 （軟弱、トマト、ねぎ、にら、なす、きゅうり等 ） 

 

発生を確認した病害虫について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ジノテフランを含む農薬（スタークル粒剤、スタークル顆粒水溶剤等）の総使用回数は３回以内（播種

及び定植時の土壌混和は 1回以内、定植後の株元散布は１回以内、散布は合計 2回以内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

野菜病害虫発生予察情報  2019 年度  第 5 号  

調査日  

調査機関  

発行

令和元年 6 月 12 日 （水 ） 

普及センター、神戸市、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

キスジノミハムシ 多 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

コナガ 多 増 プレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで ２回以内

ハモグリバエ類 少 並 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫前日まで 2回以内

コナジラミ類 少 増 コルト顆粒水和剤 4000倍 収穫前日まで 3回以内

ミニトマト 灰色かび病 少 並 アフェットフロアブル 2000倍 収穫前日まで 3回以内

ねぎ アザミウマ類 甚 増 ディアナSC
2500～
5000倍

収穫前日まで 2回以内

にら アザミウマ類 甚 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫前日まで 3回以内

きゅうり アザミウマ類 少 並 ディアナSC
2500～
5000倍

収穫前日まで 2回以内

希釈倍数 使用時期
本剤の
使用回数

非結球あぶらな
科葉菜類

100～300
ℓ/10ａ

トマト

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 散布液量



 

調査報告 ：3７圃場巡回 （軟弱 、トマト、なす、たまねぎ、スイートコーン等 ） 

発生を確認した病害虫について 

 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

キスジノミハムシ 中 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫7日前まで 1回

コナガ 少 並 フレバソンフロアブル５ 2000倍 収穫前日まで ２回以内

ハモグリバエ類 中 増

コナジラミ類 多 増

きゅうり アザミウマ類 甚 増 スミチオン乳剤 １000倍 収穫前日まで 5回以内

モロヘイヤ アザミウマ類 多 増 スピノエース顆粒水和剤 5000倍 収穫3日前まで ３回以内

なす アザミウマ類 中 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

とうもろこし アブラムシ類 多 増 アディオン乳剤 3000倍 収穫14日前まで 4回以内

散布液量
希釈倍
数

使用時期
本剤の
使用回数

非結球あぶらな科
葉菜類

100～300ℓ
/10ａ

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤

トマト アファーム乳剤 2000倍 収穫前日まで ５回以内

野菜病害虫発生予察情報  2019 年度  第 4 号  

調査日  

調査機関  

発行

令和元年 5 月 22 日 （水 ） 

普及センター、神戸市、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター



 

調査報告 ：3７圃場巡回 （軟弱 、トマト、レタス、にら、たまねぎ、スイートコーン等 ） 

 

発生を確認した病害虫について 

 

※マンセブを含む農薬（ジマンダイセン水和剤、リドミルゴールド MZ等）の総使用回数は 5回以内。 

 

部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

こまつな キスジノミハムシ 少 並 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫3日前まで 2回以内

レタス アブラムシ類 中 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇）
2000～
4000倍

収穫前日まで 3回以内

にら アザミウマ類 甚 増 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫前日まで 3回以内

アザミウマ類 甚 増 ディアナＳＣ
2500～
5000倍

収穫前日まで 2回以内

べと病 中 増 リドミルゴールドMZ※ 1000倍 収穫7日前まで 3回以内

スイートコーン アブラムシ類 多 増 アディオン乳剤 3000倍 収穫14日前まで 4回以内

たまねぎ

100～300ℓ
/10ａ

本剤の
使用回数

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 使用時期散布液量
希釈倍
数

野菜病害虫発生予察情報  2019 年度  第 ３号  

調査日  

調査機関  

発行

令和元年 5 月 8 日 （水 ） 

普及センター、神戸市、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター



 

調査報告 ：3５圃場巡回 （軟弱 、トマト、にら、いちご、レタス、たまねぎ等 ） 

 

発生を確認した病害虫について 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

 

トマト ハモグリバエ類 少 並 プレバソンフロアブル５
1000～
2000倍

収穫前日まで 3回以内

いちご ハダニ類 多 増 ニッソラン水和剤
2000～
3000倍

収穫前日まで 2回以内

レタス アブラムシ類 中 増 スタークル顆粒水溶剤
2000～
3000倍

収穫3日前まで 2回以内

アザミウマ類 多 増 ディアナＳＣ
2500～
5000倍

収穫前日まで 2回以内

白色疫病 中 増 ランマンフロアブル 2000倍 収穫7日前まで 4回以内

こまつな アブラムシ 少 増 スタークル顆粒水溶剤 3000倍 収穫3日前まで 2回以内

たまねぎ

100～300ℓ
/10ａ

本剤の
使用回数

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 使用時期散布液量
希釈倍
数

野菜病害虫発生予察情報  2019 年度  第２号  

調査日  

調査機関  

発行

平成 31 年 4 月２４日 （水 ） 

普及センター、神戸市、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター



 

調査報告 ：30 圃場巡回 （軟弱 、ほうれんそう、にら、トマト、たまねぎ等 ） 

 

発生を確認した病害虫について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※部会では薬剤の種類・散布回数に独自制限がありますので注意してください。 

※農薬散布は使用方法を必ず守り、近隣作物へ飛散しないようにしましょう。 

 

 

野菜病害虫発生予察情報  2019 年度  第 １号  

調査日  

調査機関  

発行

平成 31 年 4 月 10 日 （水 ） 

普及センター、神戸市、JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター・各支店  

JA 兵庫六甲神戸西営農総合センター

非結球あぶらな科
葉菜類

キスジノミハムシ 中 増 スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫３日前まで ２回以内

ほうれんそう
ホウレンソウ
ケナガコナダニ

多 並 アファーム乳剤 2000倍 収穫３日前まで ２回以内

にら アザミウマ類 中 並 モスピラン顆粒水溶剤（劇） 4000倍 収穫前日まで ３回以内

トマト ハモグリバエ類 中 並 アファーム乳剤 2000倍 収穫前日まで ５回以内

たまねぎ べと病 少 並 ランマンフロアブル 2000倍 収穫７日前まで ４回以内

100～300ℓ
/10ａ

本剤の
使用回数

品目 病害虫
発生
程度

発生
予想

薬剤 使用時期散布液量
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